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十二世紀末までの日本各宗に於ける朝鮮仏教

の影響について

福士慈稔

本稿は、 「十二世紀末までの日本仏教に於ける新羅・高麗仏教の影響に関する研究」の基礎

作業の中間発表であり 「十世紀初までの日本各宗に於ける新羅仏教の影響について」に続くも

のである。韓国での仏書目録の整理成果である『韓国仏書解題辞典』をベースに『新編諸宗教

蔵総録』 『東域伝灯目録』 『注進法相宗章疏』 『古聖教目録』 『大小乗経律論疏記目録』 『高山寺

聖教目録』という十二世紀末頃までの目録整理の報告を行うこととする。

一、 『韓国仏書解題辞典』にみられる朝鮮章疏

『韓国仏書解題辞典』 （以下『韓仏題辞典』)*lには、著述を著したとされる三国・新羅時代

の僧俗48名、高麗時代45名、朝鮮時代84名の著述名が収録されている。本研究の対象は十二世

紀末までの目録であるため、整理対象とした目録に収録されていない義天(1055-1101年)以後

の諸師は『新編諸宗教蔵総録』にみられる元伝を例外として調査対象から外すこととする。ま

た義天まで『韓仏題辞典』には52名の著述が収録されているが、高句麗篇にただ一人収録され

ている僧朗、百済篇に収録されている5名の中で『律疏36巻』を著したとされる曇旭と恵仁、

『阿毘曇序』・ 『新律序』を著したとされる聖王等は目録類で著述の存在が確認できなかったた

め除外し、百済僧2名、新羅・高麗僧48名、計50名378部の著述を『韓仏題辞典』から附設「十

二世紀末までの目録類にみられる新羅･高麗諸師章疏」に挙げ整理する。また『韓仏題辞典』

では新羅篇末に「其の他」として、慧(恵)雲、観智、宗一、慧(恵)景、極太、玄範、神廓の名

を記し、確定するべき史料がないとして著述を挙げていない。しかし、本研究では、 目録類に

恵雲、観智、恵景、極太、玄範、神廓の6名の著述がみられるため、不詳僧として区分し僧名

と著述を整理し、最後に目録にみられながら『韓仏題辞典』に収録されていない僧2名とその

著述を「新出僧」として整理することとした。尚、附設表のゴシック体の著述は現存書であ

る。

二、 『新編諸宗教蔵総録』にみられる朝鮮章疏

『新編諸宗教蔵総録』 （以下『義天録』）は高麗義天(1055-1101年)が1090年に撰したもので

ある。朝鮮諸師章疏の整理に当たっては元禄六年(1695)刊大谷大学蔵本を底本として高山寺

蔵安元二年(1176)写本を対校させた大正蔵収録本に、今一度安元二年系の高山寺所蔵本*2を

対照させた。尚、両本ともに書名の省略がみられるため附設表では省略部分は（ ）内に補うこ
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ととした。

同系の写本を用いているため大正蔵収録本と高山寺所蔵本では若干の相違しかみられない。

その相違とは高山寺所蔵本が影印本のため

1－智明『(四分律)掲磨記』が高山寺所蔵本では「渇口記一巻ロロロ」

2－円勝『(四分律)木叉記』が「木叉ロー巻回勝述」

3－道倫･遁倫『(勝璽経)疏』が「(勝璽経)疏二巻口倫述」

4－大賢『(浬梁経)古迩記』が「(大浬桑経)ロロロロロ或四巻太賢」

5－不詳僧に区分する極太『(聡伽論)羽足妙』が「(職伽論)羽足紗五巻極口述」

6－玄範『(浬薬経)鋤が「(大浬梁経)ロロロ玄範述」

等の判読不能な箇所、また

1-大正蔵収録本の大賢の著述「五藺論古迩記一巻」が高山寺所蔵本では「五萢論古迩記一

巻｣、 「成業論古迩記一巻」が高山寺所蔵本では「成業論古迩化一巻｣、 「(正理門論）古迩

巻一巻」が高山寺所蔵本では「(正理門論）古迩記一巻」

2－大正蔵収録本の縁起の著述「(華厳経)開定決疑三十巻」が高山寺所蔵本では「(華厳経)開

宗決疑三十巻｣、 「(大乗起信論)珠綱三巻或四巻」が高山寺所蔵本では「(大乗起信論)珠納

三巻或四巻」

等の誤写と考えられる箇所がそのままの状態でみられるための相違であり、更に道倫・遁倫

の表記が両本とも「(法華経)疏三巻道倫述」 ・ 「(維摩経)料簡一巻遁倫述」とする以外は、

大正蔵収録本は「(金光明経)略記一巻遁倫述」とし高山寺所蔵本は「(金光明経)略記一巻ロ

道倫述」とする。 『(勝璽経)疏』は高山寺所蔵本が「ロ倫述」とあるため「遁」か「道」か不

明であるが、他の『小阿弥陀経疏』・『薬師経疏』・『成唯識論要決』・『職伽論疏』・『雑記』につ

いては大正蔵収録本では「遁倫述」とし高山寺所蔵本では「道倫述」とする等の僧名表記の混

乱からくる相違箇所などである。

尚、大正蔵収録本・高山寺所蔵本共に『(華厳経)宗要』を一書として別立てしていないが、

『(華厳経)疏十巻』に続いて傍注に「本是八巻今□口第五巻井宗要作十巻也」とあることから

『(華厳経)宗要』を元曉の著述として、また両本共に「(金剛三昧経）注四巻僧遁述」とみ

られる「僧遁」が「遁倫」を指すか不明であるが、今後の課題として敢えて「遁倫」の著述と

して『(金剛三昧経）注四巻』を附設表に挙げることとする。

整理の結果、 『大日本古文書一正倉院編年文書』 （以下『古文書』）及び『義天録』以前の目

録にみられない朝鮮僧16師の存在と、附設表で●印を附した初出の章疏107部が確認される。

朝鮮僧への分類が問題となっている僧侶もいるがそれ等は今後明らかにすることとして、とも

かく全体で978部の中では28師166部の著述が確認される。これも今後の検討課題ではあるが朝

鮮僧らしき僧侶5師13部、そして著述に続き作者名の代りに亡名と記される35部を合すると214
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部が朝鮮僧の著述となる。この978部の中に日本僧の著述みられない。

以上の整理の結果、 『義天録』で問題となるところは、第一に『義天録』が25年間に亘って

蒐集撰した完全なる蔵書録ではないのではないか、ということである。それは『義天録』に、

例えば円測『成唯識論珈について両本共に「疏二十巻或十巻圓測述」というように「或○

巻」とするところが朝鮮僧の著述で14部もあるからである。附設表で「或○巻」とある場合は

「或」以下の巻数を（ ）内に入れ、更にアンダーラインを引いたが、 これが蔵書録ならばこの

ような記録は殆どないものと考えられる。

第二として、 『義天録』が義天以前の朝鮮章疏を全て網羅したものではないということであ

る。義天以前の均如(923-973年)の著述が収録されていないことは既に指摘されているが、そ

れ以外にも収録に取捨選択が行われていたと考えられる。

第三として、取捨選択とは別に、義天代までに既に作者不明になっていた著述が多くあった

ということである。亡名35部の著述の存在、そして数部ではあるが作者名無記の存在がその可

能性を物語る。

三、 『東域伝灯目録』にみられる朝鮮章疏

『東城伝灯目録』 （以下『東域録』 ）は、法相宗の永超(1014-95年)が1094年に撰述したもの

である。朝鮮章疏の整理に当たっては鎌倉初期高山寺蔵本を底本として大谷大学蔵写本を対校

させた大正蔵収録本に、今一度高山寺所蔵本『高山寺本東域伝灯目録』*3を対照させた。尚、

両本ともに書名の省略がみられるため、附設表では省略部分は（ ）内に補うこととした。整理

の結果、両本に巻数の相違が

1-法位『無量寿経義疏』が大正蔵収録本では「(無量壽)經義疏二巻法位師撰」とあるが、高

山寺所蔵本には「(無量壽)經義疏一巻法位師撰」

のようにみられる。また、書名の相違が

1－大正蔵収録本の「大方等如來藏経一巻回光師」が高山寺所蔵本には「大方等如來藏經疏一

巻回光師」

2－「般舟三昧經略一巻元暁」が高山寺所蔵本には「般舟三昧經略記一巻元曉」

3－ 「(阿弥陀)經一巻元曉」が高山寺所蔵本には「(阿弥陀)經疏一巻元曉」

4－ 「(因明正理門)論紗二巻道證」が高山寺所蔵本には「(因明正理門)抄二巻道瞳」

5－「(金剛般若経)賛一巻義寂撰」が高山寺所蔵本には「(金剛般若経)幽賛一巻義寂撰」

6－ 「大乗心露章二巻太賢内題云廣稗本母頌」が高山寺所蔵本には「大乗心略章三巻太賢内題云廣縄本

母頌」

7－ 「(起信)古迩記一巻太賢」が高山寺所蔵本には「(起信)論古迩一巻太賢」

8－巻数と書名の双方であるが大正蔵収録本の「成宗論疏十巻百濟道蔵元興五師」が高山寺所蔵
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本では「成實論疏十六巻百濟道蔵」

以上のようにみられる。これ等は然したる問題とはならないが、次の作者の相違は問題とな

るところである。

1－大正蔵収録本では『華厳経綱目』は法蔵著述となっているが、高山寺所蔵本では「(華厳

経)疏十巻元曉師選」に続き「(華厳経）綱目一巻上同」とあり元曉著述。

2－大正蔵収録本では『(法華経)綱要集』に続いて作者名が記されていないが、高山寺所蔵本

では『(法華)経宗要』に続き「(法華経）綱要集二巻上同」とあり元曉著述。

3－大正蔵収録本にみられない『二障章』が高山寺所蔵本には「二障章一巻元暁」として元曉

著述としての『二障章』がみられる。

4－大正蔵収録本では「(華厳)一乗法界圖一巻法醗選可入上廿部等次」に続いて「南都本云私云唐

義湘撰也稻浮石尊者者新羅人也圓宗文類第二十巻有法藏贈義湘書上」と続け、 『華厳一乗

法界図』と『華厳七処九会頌』を義湘著述とするが、高山寺収録本では「(華厳)一乗法界

圖一巻法薩選可入上廿部等次」に続けて「同七虚九會頌一巻上同」とし『華厳一乗法界図』と

『華厳七処九会頌』を法蔵著述とする。

5－二本共に『大般浬桑経料簡』を一書として別立てしていないが、 「(大般浬藥経)述賛十四

巻」に続く細注で「瑠興分本末爲二十八巻更料簡一巻」とあり慣興著述としての『大般浬

藥経料簡』に言及する。

6－大正蔵収録本では「(大般若)經籍目二巻外題云圖道趙集」とあるが、高山寺所蔵本には「(大

般若)經籍目二巻外題云圖」とあり道證の名はみられない。

7－大正蔵収録本では僚興著述に続いて「(弥勒成仏)經古迩三巻同上或云太賢可尋」とあり、高

山寺所蔵本にはその書名が別立てになっていない。

8－大正蔵収録本では『(成唯識)論決択』は極太の著述となっているが、高山寺所蔵本では

「(成唯識)論古迩五巻太賢」に続き「又造同論決樺一巻」とあり太賢著述とする。

9－大正蔵収録本では「(起信)論疏一巻青丘大術師古詞」として大術の『起信論疏』は1部のみ

であるが、高山寺所蔵本には「(起信)論疏一巻宵丘大術師古騨」に続き「(起信)論疏一巻大術

師新諄」とある。

10-大正蔵収録本では「大乗義章十六巻術法師」とあり大術著述としての『大乗義章』がみら

れるが、高山寺所蔵本にはみられない。

更に、両本共に次のように作者名に混乱がみられている。

1-道證・道証に関しては両本共に「道證」 ・ 「道証」を用い統一性がない。

2－道倫・遁倫の表記に関しては『新撰大乗義章』では両本とも｢倫法師」となっている以外

は大正蔵収録本は道倫・遁倫二つの表記を用い、高山寺所蔵本は「道倫」で統一してい

る。
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3－大正蔵収録本では「(弥勒成仏)經疏一巻侭法師」とあるが、高山寺所蔵本翻刻では「(弥勒

成仏)經疏一巻懐法師」とある。影印では「懐法師」は「慣法師」とも読める。

4－大正蔵収録本では「因明論抄一巻須慢」とあるが、高山寺所蔵本には「因明論抄一巻順

僚」とある。

大正蔵収録本の原本が鎌倉初期の高山寺所蔵本の写本であるとされるが、大正蔵収録本と高

山寺所蔵本との間に以上のような相違がみられる。両本の相違により部数確定が困難である

が、 1561部中で27師160部程度の朝鮮僧の著述が確認でき、 これに不詳僧5名と新出僧玄隆の著

述を合すると180部程度の著述が確認されることになる。

以上の整理の結果、問題となるところは、先述のように両本共に「云○巻」や「或○巻」と

する記録や巻数不明の著述が、朝鮮僧の著述で不詳僧のものも合すると14部もみられることで

あり、主要寺院の蔵書を整理した総合目録でありながら重複収録書が多くみられることであ

る。各寺院所蔵の章疏の比較に問題があったことが窺われる。

四、 『注進法相宗章疏』にみられる朝鮮章疏

『注進法相宗章疏』 （以下『蔵俊録』 ）は法相宗の蔵俊(1104-80年)がll76年に撰述したもの

で、大正蔵収録本には末尾に「安元二年(1176)十一月日機律師藏俊依院宣注進之」に続き大

谷大学蔵写本によって「都合三百四十二部巻都千五百十九」と註している。朝鮮章疏の抽出に

は大正蔵収録本と収録本の註を勘案することとした。附設表では『蔵俊録』でも書名の省略が

みられるため省略部分は（ ）内に補った。大正蔵収録本とその註のみを用いたためか巻数の相

違は、朝鮮章疏の場合「(成唯識)論文義記十巻或十三巻神防」とする一例、巻数無記が

「(大般若)經略記口巻遁倫撰」 「(成唯識)論道口巻極太撰｣*4二例、合して三例しかみられ

ない。しかし、書名の相違が大正蔵収録本と註では

1- ｢(成唯識)論集十四巻道證」が「(成唯識)論要集十四巻道證」

2－「大乗義林章十二巻義寂」が「大乗義林廣章十二巻義寂」

3－ 「(梵網)經古通二巻太賢」が「(梵網)經古迩記二巻太賢」

4－「(成唯識)論道口巻極太撰」が「(成唯識)論誓極太撰」

以上のようにみられ、作者に関しても大正蔵収録本と註では

l-｢(聡伽)論三十六巻現興撰」が「(琉伽）論疏三十五巻回測」
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5－ 「(般若理趣分)經疏一巻遁經撰」が「(般若理趣分)經疏一巻遁倫」

6－ 「(金剛般若）經料簡三巻現興撰」が「(金剛般若）經料簡三巻理（＝慣）興撰」
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以上のような相違がみられる。作者の相違に関して若干附言すれば、 4については貞慶の

『法華開示抄』 （大正蔵56-260c)に「又義寂師義一師同6云々」とあり、今後の課題となると

ころである。 5は『(般若理趣分)経疏』を遁倫の著述とするのは謙順(1740-1812年)の『増補

諸宗章疏録』 （以下『増補録』)に「理趣分疏一巻逓倫述出俊録」とみられるだけである。 6につ

いては『蔵俊録』の慢興表記の問題である。 『蔵俊録』では慣興の著述12部の作者表記は「恨

興」 ・ 「瑠興」 ・ 「景法師」と三表記あり統一されていない。

342部中でl2師58部の朝鮮僧の著述が確認でき、 これに不詳僧3師の9部を合すると67部の著

述が確認される。 『東域録』と通じるところがあるが蔵書目録のため収録部数は少ない。但し、

『東域録』より時間が経過しての成立のため8部の新出章疏が確認できる。新羅僧で最も多く

収録されるのは12部の恨興であり、その次が元曉8部、円測7部、義寂6部、大賢6部となってい

る。

１

五、 『古聖教目録』にみられる朝鮮章疏

『古聖教目録』*5の作者は不明であるが、現行本は源信(1004-77年)を下限としll世紀初頭か

ら12世紀末葉までに書写されたものとされる*6。 『中国.日本経典章疏目録』所収『古聖教目

録』が影印文と翻刻文を収録しているため朝鮮諸師章疏の整理に当たっては影印と翻刻の対照

を行った。整理の結果、書名の問題として

1-「述記唯識本末升巻本五百八十三末慢興撰」とある『唯識本末』が「唯識瞳量二十

巻慨興」とある『唯識匿量』と巻数が同じであり異名同本の可能性がある。尚、 『唯識

本末』は『古聖教目録』だけにみられる。

2－ 「元量癖観經記上中下玄一」とある『無量寿観経記』が玄一の著述として『蓮門類聚籍

録』にみられる『観無量寿経記』なのか『無量寿経記』なのか、または初出なのか不明。

3－「元量涛上中下述義義寂」とある『無量寿上中下』が続いて「元量壽經述記上中下寂集」

と記録される『無量寿経述記』と同本なのか、 『古文書』や『法相宗章疏』にみられる

『無量寿経疏』と同本なのか不明。尚、 『無量寿経述記』は初出。

4－ 「常弥論疏上中下古遜大賢撰」とある『常珠論疏上中下』は『掌珍論古迩』の誤記と考え

られる。大賢の『常弥論疏』は他の目録にみられない。

以上があり、作者の問題として

l-「花嚴一乗法界圖一巻十二枚」とあり作者名無記であるが義湘著述と思われる。

2－ 「花嚴文義要決五巻表回撰」とあり、また作者名無記で「花巌文義要決四巻」とある。

「表回」は「表員」と考えられる。

3－道倫・遁倫の作者名が「聡伽記升四巻千七百枚一中下道備撰｣、 「大般若署記一巻道輸｣、

「大般若縄目一巻道備撰」と混乱がみられる。 ’
’
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4－「花嚴孔目六巻新課珠崇撰」とみられるが翻刻指摘のように「新羅珍嵩撰」と思われ

る。

以上のように作者名無記の存在及び作者名に混乱がみられる。また『古聖教目録』の特色と

もいえるが以下のような収録がみられる。

1- 「唯識疏一巻回測」とあるが、 『唯識論疏』の一部の可能性もある。但し、円測の著述

としての1巻本の『唯識疏』は今までの目録にはみられなく初出。

2－「部執論疏一巻回測」とあるが、今までの目録にはみられなく初出。 『古文書』には

『部執異論疏』の書名がみられるが作者名無記。

3－「花巌傳音義二巻元曉」とあるが初出である。慧遠に『新訳華厳音義』があるが元曉著

述としての『花厳伝音義』の存在は疑問。

4‐｢法花略記三巻溌t元曉」 「法花略記二巻元曉」 「法花要略記一巻元喚」とある。 『法

花略記』は初出の可能性もあるが、 『法花略記』と『法花要略記』とは異名同本か不明。

『古文書』には元曉著述としての『法花要略』がみられる。

5－ 「金剛般若義決上下元曉」 「金剛般若指事一巻元曉」 「金光明最勝略疏上中下元暁」

「金光明纂要一巻元曉」は全て初出。

6－ 「職伽中實疏四巻元喚」とあるが初出。本目録に「琉伽中實四巻元曉」とある『聡伽

中実』と同書か不明。尚、 『職伽中実』も初出である。書名近似の元曉著述としては、 『法

相宗章馳に職伽論中実』、 『東域録』に『(聡伽)論疏中実』がみられる。

7－ 「中論疏六巻元曉」は初出とみられるが、翻刻で指摘されるように、また『古文書』に

も元康著述としての六巻本の『中論疏』がみられるため「元康」の著述と考えられる。

8－「肇論疏上中下元曉」とあるが初出。翻刻で指摘されるように、また『古文書』にも元

康著述としての三巻本の『肇論疏』がみられるため「元康」の著述と考えられる。

9－「西方宗要一巻元曉撰十四枚」とあるが初出である。元曉の著述としての『西方宗要』は

『古文書』及び目録類にみられない。

10-慢興の著述としてみられる「述記唯識本末升巻本五百八十三末憧興撰」 「金剛般若記

上下侭興」 「元量壽義記一巻恨興」 「元量涛經指示私記一巻慨興叶七枚」は初出。

ll-「花嚴要決四巻表円七十九枚」 「花嚴文義抄四巻表円師撰」とあるが、前述のように「表

円」は「表員」と考えられる。表員著述としての『花嚴文義抄』は初出。

12-前述のように「元量涛經述記上中下寂集」と記録される義寂著述としての『無量寿経述

記』は初出。

以上のように初出の可能性がある著述がみられる。全てが初出とはいえないが、附設表では

初出の可能性もあるが前出の異名同本の可能性のある著述には▲印を附し、問題となる著述は

く 〉内に入れた。また巻数が異なるが、同じ作者の同一書と考えられるものが収録されてい
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る。同一書と考えられる著述は附設表では網掛けで塗りつぶした。同一書の収録と考えられる

ものは朝鮮章疏で14部、不詳僧の著述を合すると15部もみられる。

しかし、 「云○巻」または「或○巻」とする記述が、 「蘇悉地經上中下或五巻」とする一

例しかみられないこと、そして同じ作者の巻数(枚数)が異なるまたは同巻数の著述、初出本ま

たは誤写による新出書名を多く収録していることが却って『古聖教目録』が蔵書目録であった

ことを物語る。 『古聖教目録』には1244部中で20師ll2部の朝鮮僧の著述が収録されていること

になる。勿論、同一書や誤記などによる不確定書があるため正確な部数を挙げることは困難で

ある。多くの初出本があるもののそれらが全て散逸しているため、初出本なのか誤写による新

出書名なのか、または異名同本なのかも確認できない。

’

六、 『大小乗経律論疏記目録』にみられる朝鮮章疏

『大小乗経律論疏記目録』*7(以下『大小目録』 ）の成立は不明であるが現行本の書写年代は

平安時代前期(遅くとも中期)とされる*8。未だ原本を手にする機会がないため翻刻に依拠して

朝鮮章疏を整理した。収録の朝鮮章疏の問題点として以下のことを指摘することができる。先

ず、書名に関しては

1-「梼伽經(疏)一部七巻元曉三百八十紙」とあるが、翻刻では「疏」字が入るのではない

かとする。

2－ 「顯揚正教論疏十巻智仁師撰六百八十九紙」とある。 これは巻数が同じことから『注進法

相宗章疏』にみられる『(顕揚)論疏』と同本と考えられる。

以上の二例しか指摘できず、また作者の問題も

1-「橿要記二巻逮六十紙」とある『枢要記』が高山寺所蔵本『東域録』にも「(唯識橿要）

記二巻遠」とある。新羅行達の著述の可能性がある。

2－「十一面經疏一巻道備罫紙」として道倫･遁倫の名前の表記を「道備」とする。

以上を指摘するに過ぎない。 しかし、 『大小目録』の大きな問題は以下に挙げるように初出

の著述が多いことである。朝鮮章疏に限っても

1-「聡伽抄六巻義榮二百九十一紙」とあるが義栄著述としての『聡伽抄』は今までの目録

では初出。

2－ 「成唯識論疏抄二巻測八十紙」とあるが円測著述としての『成唯識論疏抄』は初出。

『成唯識論疏』に関しては「成唯識論疏十巻測五百六十紙」とあり、紙数的に『成唯識

論疏』の一部とも考えられるが確証はない。

3－「大恵度經疏一巻元曉十四紙」とあるが元曉著述としての『大恵度経疏』は初出。

4－「法花經要略一巻元曉師撰一十四紙」とある。元曉著述としての『法花経要略』は『古文

書』にみられるが目録では初出。
｜



十二世紀末までの日本各宗に於ける朝鮮仏教の影響について 9

5－ 「彌勒經序一巻元曉冊九紙」とあるが元曉著述としての『弥勒経序』は初出。

6－ 「金剛三昧經記疏三巻元曉師百十五紙」とあるが元曉著述としての『金剛三昧経記疏』

は初出。 『大小目録』に元曉著述としての『金剛三昧経論』がみられないこともあり異名

同本の可能性がある。

7－ 「對法論疏五巻曉師二百五十紙」とあるが元曉著述としての『対法論疏』は初出。

8－ 「大乗起信論記義二巻元曉師六十七紙」とあるが元曉著述としての『大乗起信論記義』

は初出。

9－「佛性義章一巻元曉叶」とあるが元曉著述としての『仏性義章』は初出。

10-「經論中諸義誠文一巻元曉升一」とあるが元曉著述としての『経論中諸義誠文』は初

出。

ll-「金光明疏一部七巻興師」とあるが慢興著述としての『金光明経疏』は初出。慣興の

金光明経関係の著述と異名同本の可能性がある。

12-「彌勒經古通三巻慢興百六十一紙」とあるが慣興著述としての『弥勒経古迩』は初出。

l3- ｢(唯識)椙要記二巻興師五十八紙」とあるが撮興著述として『(唯識)枢要記』は初出。

『増補録』にはみられる。

14-「法相要覧一部四巻僚興百升」とあるが慢興著述としての『法相要覧』は初出。

15- 「大少雑義問答三巻璽因九十六」とあるが霊因著述としての『大少雑義問答』は初

出。

16- 「(唯識)櫃要記節二巻玄一七十一紙」とあるが玄一著述としての『唯識枢要記節』は初

出。 『増補録』には玄一著述としての『唯識枢要私記』がみられる。

l7-「元量諄經述義三春寂師百八十一紙」とあるが義寂著述としては初出。但し、 『古聖教

目録』にみられる『無量寿経述記』と同本の可能性あり。

18-「成唯識論別抄六巻二部寂三百升紙」とあるが義寂著述としての『成唯識論別抄』は

初出。

19-「聡伽論疏一部升四巻道倫八百叶紙」とあり、 『礒伽論記』に関して「聡伽論記一部二

峡升四巻道倫八百九十紙」とある。道倫著述としての『聡伽論疏』は初出。

20-「浬桑聯簡一巻太賢師冊五紙」とあるが大賢著述としては初出。尚、 『大小目録』での

大賢表記は「大賢」 「太賢」と二表記あり統一されていない。

21-「對法論古迩四巻賢百六十九紙」とある。大賢の著述としては『仏典疏紗目録』にみら

れるがこれまでの目録では初出。

22-「百法疏一巻太賢」とあるが大賢著述としての『百法疏』は初出。 『増補録』には大賢

著述としての『百法古迩』がみられる。

23- 「義集一巻大賢汁」とあるが大賢著述としての『義集』は初出。
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24－「因明入正理論學記一巻大賢師冊一」とあり、 『因明入正理論記』に関しては「因明入

正理論記一巻大賢師五十｣、 『因明入正理論古迩記』に関しては「因明入正理論古迩記一

巻大賢師五十一｣、 『因明論古迩』に関しては「因明論古迩一巻大賢師冊五」とあり、

全て紙数が異なる。よって『因明入正理論学記』も独自の著述で初出の可能性あり。

25－ 「因明論妙一巻大賢冊一」とあるが大賢著述としての『因明論紗』は初出。

以上のように、同じ作者の同名異本の可能性もあるが新出書名がみられる。更に、作者名無

記の著述が多く

1-「一乗法界圖一巻五十」は作者名無記であるが義湘著述と推定できる。しかし「一乗法

界圖一巻十五」の収録もあり、 これが義湘の『一乗法界図』の一部分かは不明。

2－ 「海印三昧論一巻十」と「海印三昧論一巻」との収録があり、明畠の『海印三昧論』の

可能性がある。

3－「六十二見章一巻二十六」が円測著述の可能性がある。

4－ 「二障章一巻州」 「二障義一巻升八」が元曉著述の可能性がある。更に「十門和課論二

巻五十」 「寶性論料簡一巻州」 「大慧度經宗要一巻舟」も元曉著述と推定できる。

5－ 「遊心安楽道一巻升八」とあり作者名無記である。元曉に仮託された『遊心安楽道』で

あるが、 目録類初出が本目録と考えられる。

6－「大乗起信論同異略集一巻六十一紙」とあり作者名無記である。 『大乗起信論同異略集』

の作者に関しては議論の分かれるところであるが*9、 目録類では初出。

これ等の他にも、作者名無記の著述が実に多く、朝鮮章疏も増える可能性が大である。

以上のように734部中22師120部程の朝鮮章疏が確認でき、また不詳僧の4師16部を合すると

26師130部ら140部程の章疏となる。勿論、作者名無記の著述、異名同本の存在等があるため正

確な部数を挙げることは困難である。また『大小目録』に初出の著述が多くみられるが、若干

の例外を除き、それ等の殆どが散逸しているため初出本なのか誤写による異名同本なのか確認

できない。

’

’

七、 『高山寺聖教目録』にみられる朝鮮章疏

『高山寺聖教目録』の整理は高山寺蔵本を原本とし仁和寺蔵本と大谷大学蔵本を参考本とした

昭和法宝総目録収録本(以下法宝収録本)*10に、今一度高山寺所蔵本『高山寺聖教目録』*11を

対照させた。尚、両本ともに書名の省略がみられるため、附設表では省略部分は（ ）内に補う

こととした。作者名及び書名の問題として

1-両本とも作者名無記のものが多い。作者名が記されていても法宝収録本では確認できない

が高山寺所蔵本により作者名が朱書きであることが確認できる。作者名は後代加筆の可能

性がある。 ’
｜
I
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2－両本共に義想著述として『一乗法界図章』が収録されている。 「義想」は「義湘｣、 『一乗

法界図章』は『一乗法界図』と考えられる。

3－両本共に「慢興」を「環興」として統一する。
勝庄造

4－法宝収録本では「(梵網)經疏二巻勝應」とあるが高山寺所蔵本では「(梵網)經疏二巻」と

朱書きで「勝庄造」とある。勝荘の『梵網経疏』と考えられる。

5－元曉の『宝性論料簡』が高山寺所蔵本では「寶性論断簡一巻」とある。

6－両本共に作者名無記であるが「華嚴要決問答四巻」に続き「或文義」とある。表員の『華

厳経文義要決問答』と考えられる。

以上のことが指摘でき、また初出か誤記か不明であるが次のような収録がみられる。

1-両本共に「上生經略賛二巻回測」とあるが円測著述としての『上生経略賛』は初出。
元曉造

2－法宝収録本では「大乗六情餓悔一巻元曉造」高山寺所蔵本では「大乗六情戯悔一巻」とあ

る。元曉の『大乗六情戯悔』は初出で現存している。

3－法宝収録本では「(遺教)論住法記一巻元曉」とあるが高山寺所蔵本では「(遺教)論住
元照造

法記一巻」として朱書きで「元照造」とある。元曉著述としての『遺教論住法記』は他

の目録類では確認できず初出。

4－『大小目録』に作者名無記で『遊心安楽道』が収録されていたが、法宝収録本には「遊心
元曉造

安楽道一巻元曉」高山寺所蔵本には「遊心安楽道一巻」として『遊心安楽道』の作者と

して元曉の名が記される。
新羅見登造

5－法宝収録本では「一乗成佛妙義一巻新羅見登」高山寺所蔵本では「一乗成佛妙義一巻」と

ある。見登の『一乗成仏妙義』は初出。
珠嵩造

6－法宝収録本では「(一乘法界)圖記一巻珍嵩造」高山寺所蔵本では「(一乘法界）圖記一

巻」とある。珍（珠）嵩の『一乗法界図記』は初出。
致遠造

7－法宝収録本では「香象大師傅二巻致遠」高山寺所蔵本では「香象大師傅二巻」とある。崔

致遠の『香象大師伝』は初出。

8－作者名無記であるが両本共に『義天録』、法宝収録本に『新編諸宗教蔵総録』が収録され

ている。 『義天録』 『新編諸宗教蔵総録』は初出。

特に4．5の初出と作者名朱書きの時期が問題となる。作者名無記の著述が多いことからも

目録編纂時に既に作者不明の著述が多く存在していたことが考えられる。朝鮮諸師15師41部の

著述が確認されるが、同一書や誤記などによる新出書名・不確定書の存在及び前述のように作

者名無記の著述が多いため、正確な部数を挙げることは困難である。

八、小結

『韓仏題辞典』の問題点として、大正蔵及び大日本仏教全書の目録類に依拠しているため間
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違いをそのまま踏襲していること、 『古文書』に戻らずに『古文書』を整理した石田茂作博士

『写経より見たる奈良朝仏教の研究』附設「奈良朝現在一切経疏目録｣*l2を依拠としたこと等

が挙げられる。しかし、朝鮮諸師章疏の整理に際し編集当時に韓国国外の資料に着目したこと

は評価すべきことである。実際に義天以前に著述を著した新羅・高麗僧は45名を数えその著述

は364部であるが、義天録に収録される新羅・高麗僧は27名、著述は162部のみである。義天録

に収録されていない17名中、法融・均如・義通の3名は朝鮮資料及び著述の存在によって確認

されるが、中国資料で確認される慧超・順之・大悲の3名以外のll名は、 ・日本の目録類で新

羅・青丘・高麗が冠されていたことによって新羅・高麗僧と知られるのである。著述も日本の

目録によって知られたものは多く、先行研究はあるが『韓仏題辞典』に収録されていない玄隆

とその著述は、 『東域録』に収録され凝然等に重用された著述である。朝鮮仏教史研究に際し

て日本仏教研究に着目することは重要なことである。

目録整理による問題点としては、各目録にだけみられる初出の著述の存在である。それ等が

散逸しているため実際に初出なのか異名同本かは確認することができない。書名表記に目録間

の連絡がないことも混乱さに拍車を掛けている状態である。本研究は冒頭で述べたように「十

二世紀末までの日本仏教に於ける新羅・高麗仏教の影響に関する研究」の謂わば準備研究であ

るが、十二世紀末までの目録整理をする際には十二世紀以降の目録をも全て整理する必要があ

ること、そして目録研究は目録内で終結する研究ではないことを痛感する結果となった。鎌倉

以降の目録整理を行った上で今一度報告を行いたい。

尚、本研究は平成十八～十九年度科学研究費補助金基盤研究(c) 「十二世紀末までの日本各宗

にみられる新羅・高麗仏教に対する認識に関する研究」 （課題番号一八五二○○四五)による研

究成果の一部である。

’
’

｜

*l 『韓国仏書解題辞典』 （東国大学校仏教文化研究所、国書刊行会、 1982年）

*2『高山寺古典籍纂集』 （高山寺資料叢書第十七冊、東京大学出版会、 1988年)所収。

*3『高山寺本東域伝燈目録』 （高山寺資料叢書第十九冊、東京大学出版会、 1999年）

*4 「(大般若)經略記口巻遁倫撰」については大谷大学蔵写本を用いた註では「巻」字がないとし、 「(成

唯識)論道口巻極太撰」については「口巻」字がないとする。

*5『古聖教目録』 （『中国・日本経典章疏目録』七寺古逸経典研究叢書第六巻、大東出版社、 1998年、所

収）

*6落合俊典氏「『古聖教目録』 （擬題)解題」 （『中国・日本経典章疏目録』七寺古逸経典研究叢書第六巻、

大東出版社、 1998年）

*7『大小乗経律論疏記目録』 （『中国・日本経典章疏目録』七寺古逸経典研究鍍書第六巻、大東出版社、

1998年、所収）

l
I

l

’
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*8尾浦晋「法金剛院蔵『大小乗経律論疏記目録』について」 （『中国・日本経典章疏目録』七寺古逸経典研

究殻書第六巻、大東出版社、 1998年）

*9望月信亨『大乗起信論之研究』 （金尾文淵童、 1935年。 259-262頁)、崔訟植「『大集起信論同異略集』の

著者について」 （駒沢短期大学『仏教論集』7， 2001年） 「新羅見登の著述と思想傾向」 （『韓国史研究』

105、韓国、 2001年）

*10『高山寺聖教目録』 （『(昭和法宝総目録』第3巻所収）

*ll 『高山寺聖教目録』 （『高山寺經藏古目録』高山寺資料縦書第十四、東京大学出版会、 1985年）

*12石田茂作『写経より見たる奈良朝仏教の研究』 （東洋文庫、 1930年）

【キーワード】

朝鮮仏教 義天永超蔵俊目録高山寺



三

附設「十二世紀末までの目録類にみられる新羅･高麗諸師章疏1

陸~ミコ""画鰯幽騒貢司
韓国仏喜解題辞典 新纏認宗教蔵総録 東壊伝灯目録 注進法相宗牽蔵 舌璽薮冒扉 大小乗経律鎗疏記目録東城伝灯目録 注進法相宗章疏 古聖教目録 大小柴経律鐘茂紀目録 庵山寺聖教目録

【百済僧】

l(迦蔵）

2(義栄）

康実強疏16(10)轡

薬師本舶経疏1巻
職伽駒義林5.聯

●成宗論疎10(16)樺

●<薬師本願)経疏1巻
●(琉伽)鍵林5(6)溝

●琉伽抄6巻

【新羅･高麗僧】

l<円光〉

2智明

3慈藍

大方等如来鱗経疏1巻
如来葹経私紀3巻

四分律期磨妃l響

阿弥陀経硫I巻
阿弥陀経優記1巻
四分律掲虜私妃l噌
十踊律木叉紀I轡
観行法1巻

梵網経記1巻
四分律掲嵐配2巻
四分律木叉紀1巻

|ま綴鮮
'解深密凝斑10巻
成唯識鎗疏20(10)巻
成唯瀕鎗別章嘩
百法瞳疏I巻
二十唯識晩疏2巻
大因明噛疏2巻
因明正理門論疏2巻
阿弥陀経疏1巻
無量寿経疏3巻
観所縁緑薗疏2巻
広百輪疏10響
六十二見章I巻
般若波顧蟹多心経賛1巻
無量義經疏3<2)轡
弥勒上生略焚2巻
倶舎鎗釈頌妙3巻
瑛伽駒疏(巻不明）

十輸軽抄3(2)巻
十輪経疏8巻
十輪経疏3響
十輸経音義1巻
成唯蜜鎗要集13(10)巻
顕唯凍轆妃1巻
種性差別集3轡
順正理麓述文妃序I篇
大乗大集地逐十輔経序1■

華厳経斑10(8)巻

華厳経宗要〈巻不明）
華厳経入法界品抄2稚

▲大方弊如来疏鰹1巻 ▲如来口経肥1巻
＋
Ⅱ
陣
詑
升
州
ｄ
ｓ
ｍ
併
醗
珊
両
球
辱
邨
謹
漂
声
簿
Ｓ
鞭
噛
両
Ｕ
ｓ
Ｈ

巻

巻
副
巻

１
茜
Ｉ

記
私
紀

磨
腸
叉

渇
掲
木

ｊ
ｊ
ｊ

律
律
律

分
分
踊

四
四
十

く
く
く

●
●
●

●(阿弥陀)経疏I巻 阿弥陀軽疏I轡

4円賎
巻
輩
》

２
１

》
》
》
轄
鑑
罐

鋤
蜘
榊
曄
鋤
観

綱
分
分
経
心
密

梵
四
四
王
若
深

く
く
く
仁
般
解

●
●
●
く
く
く

5円漣 (仁王般若)疎3巻
(般若心)経疏1巻
(解深密>経疏10巻
(成唯微)鎗疏10巻
(百法)鎗疏!巻
く二十唯謙)輪疏2巻
く因明正理門)輪疏2巻
●<阿弥陀>経疏1巻
無量義経疏3巻
〈観所縁縁)論疏2巻
(広百)輸疏10巻
六十二見章1轡

識＃
唯識枢要疏10巻
仁王経疏・上中下
般若心姪疏1巻

譲鱸、
正理門駒疏・上下
百法鎗疏1巻
広百強疏10巻
因明鎗疏・上下

《仁王般若)軽疏3巻
(般若心)経疏1巻
解深密経疏10巻
く成唯轍>論疏10巻
(百法)諭茂1巻
(二十唯識)論疏2巻
(大因明輸)疏2巻

仁王軽抄3巻
心経疏1巻
ロ深密経疏10巻
眼唯謙鎗疏10巻
●成唯嫌勘疏抄2轡

灘：

●上生錘蕊賛2巻

§綴譜鵜警
<百法鹸>疏1巻

6(神訪） (十輯)経抄3巻
(成唯壷)斡専麹10(13)緯

●<顕嘩)記1巻
種性差別集3巻
●頒正理麓述文罷24巻

十輪経抄3巻
鰯摺甚雲"",饗|陰毒鎗蕊集'3轡 ｜“蝋妥蕊'3轡

7元唾 (華厳経)蕊10巻

く藷厳経)宗要鯵不明〉
一道章1審

(牽厳)軽疏10巻
く〈輩厳)経綱目1巻〉
〈一道章1樺〉

不墹不滅経疏1巻

股舟三昧経略妃1巻
く開婁)経疏3巻 §鱗謹．

薙鮭経疏10巻

●大恵度経疏1巻
法花経要略l韓

曙
春
巻

疏
蔵
疏

経
諭
輪

ｊ
１
１

１
↑
２
２

溌
鄙
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熱学摺難慨曾摺

卿一渥埋浬舘睡

蜘【隙鵬鰐（騒戻〉

卿【剛脹饗川
蕊 〈蝉【彊坦

豹函鰹溺今五帆）

郷【鯏鵬削釧判

紳召雇衷瀦蛆側

簿一蹴鵬塑樺坦

紳一蹴鵬卿邑鵬

騨一裟譜零Ｋ噸Ｋ●

懲灘灘

諏諏癖桝準轆鋸一

（紳一塵哀霊埋洲）・

（紳函濯禽昇屋十〉

（鉾一孵遜川）

（蝉一瞬琶川）

御『纏鋼這弄雰図

紳一魁蕗聞潤ぺ爵図

紳一拭灘聾涯骨淫蕊●

紳『臣に窪暇禎

紳一瞬鰹掌藝●

蝉一瞬饗１

紳一拭荏窪華鯛
鍵 斡吊唾

紳中鰹霊濯涙●

紳》擢嚢頴

紳画握鰹僻闘繍掛

紳一盟蹴鴎龍骨慎硬伸

馳『理解塑塞潔

翁【鱈紳剖埋塞索

紳一闘鵬離剰

釣韓耀魁幽溌川薩斜ぐ
蕊 郵函開帳劇畢騨

鉾の磨繍髭

鞠幸鴎悪誤斜

塾風熊代佃●｜

鉾一顧鵬縦噸恥

紳一距蕊秘紛糾

溌繍

陪判
催

紳》潜鍬号畢響

鈎》涯遍震争周畳
簔 斡函番塑孤霊

陛丑判・鱈塑顎騒碇

鉾一翌箆黒涯雷抑

膀剖・鱈緊潔

陛剖・

嬢 紳【

催竪斗奮速座悪罵架領●
篝 紳一際

ド判・塞獅榊謹壷頓●
鍵

膀

紳ぐ
鍵

紳一測噸對詐

紳一腿漣（剛間ぺ臨図〉

紳一混墨澱（撃珊〉

紳国慨饗撃恥

紳琿櫻悶《鰹誰睦》

〈劫一制萱Ⅱ〉

釣坦樗麺（感無）

蝉一涛鳶屡窪十

鉾一報劇温雰

紳一圏露（耐日ペ霊図〉

蜘弓蹴鵬（毒川）

鉾【悶牽麺（掴固）

鈎一畷皿麹（極固）

獅一臣蓉（鶴箸〉

紳一竪騨（墾瞳）

豹一理宝（撃融理

紳函淫竃（撃喫）

蝉一遍蓉濁超偶

郵》燈渥戻余尉号

蜘マ鯏丑嵩嚢（塁舞）ぐ

紳寺渥露（蕪牧蛎〉

剥討．闇副開鞠剖国電調『

聾闘鵬哩（塞窯）●

蝉國渥埋（塞窯〉

熱『感鵬逸（盤鶏望Ｋ）

鈎唾渥浬〈潟執）

紳師嵩急購壊）

郵一濯寓脂（ｇ辱く）

蝉↑渥埋〈墨おく）

蝉一漣禦淫謄要時

紳函渥喚観酵擁骨

豹軍渥埋溌川置鋼

璽蹴鵬〈ド判毎鑑）

紗斡渥（謝磨）

鉾一蹴鵜（蚤錯）

紳一鰹（澄添塵）

蝉一顧礁塑砿噸喋

斡『澱埋港川蜜望

〈紳雪諜剛蕊（塑蛎埋）〉●

榊壬率雛幽匪郵挙

伸蓉》銅鐸翠謡騨坪

卿【削馬●

紳一濁拶鉢鋼偶●

紳一溜轡跨撫蝋●

菊再選凸魚鑿聴●

獅一珊能川

熱斡遷陛曇匪十

紳【剛鵬鰹川

紳一臨鵬（瀦胆遇）●

紳一隙鵬（謝熱斜）●

紳》嵩（海尉骨）

鉾マ隠溜濯鴎蕊裂

紳一濁劇量雰

紳一鱈（瀦罫圏〉

薄『麗脹（瀦禰盤侭）●

蝉一厘蕊（溶翠卿暇Ｋ）

郵一畷Ｋ（露墾馳蝋Ｋ）

蝉一理霞（議翌咽味Ｋ）

郵一獣脂（報哩咽離Ｋ）

勢函渇（電撃馳暇Ｋ）

紳卑溝騨隷特鵠爵

鞠一黒韓（蝿塞潔）

紳一澤鍔（鰹庭潔）●

蜘函淫（哩露類）

翁『渥曙週侭●

鈎一副鵬（理矧剖薄籠）

蝉【医（迩澄詮厘毎ｓ

郵一鱈（興瞭瑚蕊Ｋ）●

蝉露渥（哩騨購駐〉

紳『涯騨番川索襲

紳一海哩堪特要終

勢函鰹（謝郵霞）

紳唾海璽営川壷頓）

鉾麺憾（塑悪謂鋼）

鉾『副帳（劇畿鰹）

鉾『醐帳（鰹逼聡）

郷↑轡（剛星嘩）

警塵蕊唱璽侭函柵蝋）●

紳一顧鵬（圏淵埋）

動二冨隙砿（崖鋪馳）

熱一に竪暇Ｋ

蝉一鰹（塑曾榊整）

御弱隆《咽脚襲巌釧》

紳塾電蝉》幅一

勅【悶鵬濯辿珊

紳唖握濁蕪篭

紳》渥墾園号樵

紳念専泌濯扇須貝号

紳》鱈渥蝶状皐

紳》鳴趨溜嘆窯謹漕憲Ｋ駆

紳守尋渥霊黙践

紳一隙雑狸篭碧僅

熱》鍬骨塞暑舞

卿唖急星舞

紳一寝藁渥鵠料

紳一識鵬潅鵠料

郵一蹴鵬霊窪任

薄一開鵬愛川

紳一聖皿遍極畳

紳一謝曝需極昌

紳一蹴脹露糎昌

紳一謡轡騨拳蕗

紳［仙癖鍵鄭噂望抑鰍郵盛騨Ｋ

卿一冊に畿曾鰹

卿《砿痩撃Ｋ叢Ｋ

紳》耀痩威坐余目

卿含蒜鱈瑚磯終癖圃隆鉋

卿一隅陳男蓮骨慢墜津

卿副臘尋骨慎幽抑塑露洪

紳一膳智蝿霧淑

紳國涯遡羅窯

勅一闘砿遡塞潔

紳一鱈埋倒侭

紳一泌劇潅滕要怜

卿”鱈毎題既裟

紳一開帳園畳鯵

（認特勅）腫衷輿畢騒

紳命莨遜逮這騨

蜘函鱈騨謡翠頓

紳軍鱈哩蟹篭

紳一蹴鵬浬登謹

紳南溶騨訊陪判雰濫

卿一郎脹哩剖判鐸拳

葬一魑雷哩営川宗望一

熱一溶襲営川宗望

紳や握塑雛竪

抑含冨隙脹騨騒鯛

紳【渥襲礁劇蕊

獅一磨型狸鹸匡

騨一圏澳堅礁劇熊

（悪持蝉）距蓉哩砿鯛躯

卿戸郡鵬靭鎧■展

斡毒高湛哩翻露

斡肴喜に塞熊Ｋ

柳的■醐港川壷劉

紳言潤溌檸埋

紳【塑剛哩櫓想

紳一距薦喝撃侭迩婦濯

岬戸酬帳塑幡填

柳戸隙礫塑凶餌ｋ

御｛耀咽魯榊望

郷含高嬰副榊製薩頓

紳一船剰Ｉ

鞠『皿竪幽隅
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静魂顛倒鴬柵潤鯉（謡黒）

Ｉ職窯蹟（曙珊叫〉

紳唖渥龍塵謡調製

約一冊園謎埋牒１ぐ

紳函橿熈（講撰）

鉾一急秘濁匿剛臼窓圏

紳マ撰嵐騨埋●

鋤”鴎瞬辻渥蝿

斡函鴎鰍埋（衛誓）●

鉾罵項齪癒醤燈

郵烏橿顕園

蝉や纏奮翠畷

勢罵急昼轡

釣昌議鴬離剰
議 却鐘

紳尭窯規埋鐸捧

蝉『霊智塑澄橇厘

熱麺嵩窮喉咽壕

簿軍事拭濁狸潤窮艤噸壊

蝉誼嵩塞璽震

紳畢渥罫翠娯ｑ

郵唖澱篭麹咽

韓牢顎謹埋川塞暇

紳韓潅塑浬埋

鋤函溜溺溺歓填雌

郵一函暁潤離１）

（郡一国群潤暇０坐

紳一魑蝉鶴把騨惟噸礁●

紳一思榔徽劇磯●

熱三浬鰐緬副躯畷

熱一渥曜哩哩澄川＋

罹斗・撫親溌曜霊鶉鋼

鴬蝿需涛溌噌罫謂鋼

倍叫・彊辮望雇鎖●
鍵

蜘一薊礁蜘熊１個狸

熱守田（柵斡糠溌暇Ｋ）●

簿謡賢篭誓侵〉

紳一魚騨（潅窓函Ｋ）

紳

篝 鴬蝉率審塑爾霊暇）

熱鍾窯騨毎澤川

勤露橿塑鞍頃礫●

騨銅喧毒塑罰竪壷鋼）●

紳冥寒濁壌慈塾

へ

～
紳

饗
爵
園
4
M

時
長

埋
蹟
暇
竿
1
曙
剛
掻

畷
鵬

胴
一

一
●

脚》職（偲埋）●

紺劃割呵慨悩剰圃

蜘唖吊極鰯隣〈昌僻）●

蜘唖瀧翻熈刑趣暇

（雰時遡糎卿翻雛睦）

紳一渥鬮哩鬮鯉匪Ⅲ＋

熱画渥鬮（興擢）

熱【浬塑（劃侵鐸舘）

鉾哺窯頻漁（割侵毎歳）

熱【思溜（澄緯陸〉●

鋤唖華蝉牽露鑪蘂緯。

… 薄一臣衷鯛諜騨嬰Ｋ●

零（閨〉璽津韻（職離疑謡嶺）

紳酋樫（熈概蝿）

紳函鱈聯（砿噴喋）

瞥撫購悶霧項畿

紳一竪鰹（園澄鯨厘兵こ●

勢一蜜急噌酷塑べ●

茸一回味想

騨一雷瀧四選十●

幹一望題震（華余團）●

斡韓急（浬頓毬〉ぐ

鉾負渥〈霊塁審）

薄雷項齪（濯篭碧侵〉

鈎一坤巨（潅撃園蝦Ｋ）●

熱壷蕊凹訟狸●

静一浬（鬮産灘）●

魏守拭飼穂摺急琴謹）●

釣鐘索筑窮写謹

郵一擬憲（轌毒謂鋼）●

薄』宰潰（塞罫謂領）

鍵（ご雲棲（逢謎鰹）

鴬（巴里樗（嘘婚濯）

紳函鴫副埋篭誓

紳（霊・弓）駕噴齪綱篭督彊

斡吊垂篭醤侵

紳罵環鋸鴎暑饗

鈍罵魚篭昼鰹

蝉雲渥濯暑鐸

紳守葛裁耀知醒

斡砲聞哩醜埠錘余目

騨一忠麹窺紐余圏

紳『涯哩哩哩程犀川＋

紳晦淫騨翻賭眺

騨亀三渥卿州趣暇

卿唖甑澱蝋柵蜜咽雷謂頓

紳↑撫鴬劇臨釆頓

紳一純溌劇露謂綱

紳垂溜副緯鯉雛

卿寺拭燭獅卿聯琴総

勅銅鐺鏑溺錘籠

蜘碗握埋琴線

卿戸解靭謬法川

卿函涯哩麿鰹

紳【櫻騨猛漂

紳零冨鱈漁斑Ｋ

鈎一盟溜曙澄線厘

薄函鱈副球咽畷議

紳銅溜禦欺劇曜

熱鈴誤拭潰瀧閣型噛■駿

卿”腫哀騨桝望澄頓

熱一厘英塑雛剰

騨露響菖鐺矯喫雛剰

蜘Ｓ糞構埋離騨

紳（畢雪涯卿辮埋

紳函鱈（獺）邸傲蝋碇

（認時郷〉拭嬬製瀧

■南側闘駅要綱樽Ⅲ

紳一闇獺騨浬線厘

御召癌裁喝味埋べ

紳戸圃酷潤麟Ｉ

紳一騒泌脚麗十掻柵

鋪霞腰・舘執圃

紳一蹴鵬鰹辮晒雛

紳函渥總頃哩澱総厘

約雲涯鋸鍬怪

騨『鋸聴伸馴埋鰹稚潅

蜘一編響帥鋼鋳

紳一鍜酋撮萄侭

郷↑捜僻踊省捜

紳画湿藍昇歪十

紳『瞬縄川

蝉『拭謡掛屋

卿冥劇浬Ⅱ）埋謹Ⅲ

紳一削製１撫廻卿

紳一層蝉鰡理叫咲Ｋ

鋤一鴇Ｋ穐哩珊蝦Ｋ

熱『腫哀測哩珊味Ｋ

蝉一風鵬濡廻卿瞭Ｋ

卿含旨隅謡鍾里劇

卿醐燭麺撃瑠蝦ｋ

紳『鳴溺卿閏ぺ窓図

薗嚢皇

（對潤富

寒聯唾
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紳一溜鰯（騒隣）ぐ

勤鈍娼掛（露潔）

n
コ ~
熱漫

纈灘
賓
蕊

騨

鉾
因

識
蕊
紳
鳥

鷹
皿
淫
鱈
雲
逐

懸
鑛
瀧

譲
雛
蕊

蝉扇

誉
鶴
曾

鯉
怪
鰹
鋸
座

塑
塑
澱
傭
渇

霧
霊
感
醤
憶

潔
潔
灘
慢
誓

紳卑郡至鰹畿急侭●

劫白濯濯彰田悪畷

蝉吊》開里〈露醤）

斡一屋謨畢鐸

1＆
1星
仔
骨

叫
判

膀判・圏損野戦

購紬醗

紳』竪裂髭暇雷装鎖●

勤め涯泰畷謡翠鋼

隠
鵠

識
警

瞭
噸
憾

蛎
雛
澄

撫
緯
綜

ぐ
●
踵

葬三澄鬮鐸鮭壊

薄
薄

屋
曹
恩

蕊
圏
伽

畢
星
程

舞
無
煙

く
●
●

幹雲蕊陣麗豐

碧一篭雲筆

熱宮溶畢塞●

釣函耀濠副（圏べ罫函）

鉾画急（遷罫図Ｋ）ぐ

紳國鱈（竃罫図Ｋ）ぐ

郵三報潅（錘碧攪）

勢一鼻竃（罰間ぺ罫函）

鉾一厘衷垂（篭筈僅）

紳吊や鎖（毒謬園Ｋ）

却婦塔癒誉僧

鈎興淫奮（壕難〉

鋤三鱈毒（宰困〉

勤寺嵩潅（雪ご〉

鉾一隅漢（糧製）

鉾一雑伽圃十

電闘士固唾（線剥製Ｋ）●

熱【料類溌起感●

勢鈍急鍵〈匪尉臼罫図〉●

勲斡灘舞（罰間Ｋ霊図》●

鋤函耀鑪一率調理罐麺》麺

蝉壷這這〈園骨徐）●

郵鼠喉蕊祭Ｋ〉

酔鬮濠欄蕊望Ｋ〉

蝉一鰹（醗湘雲壷鞘）●

碧露塞温露醤笛●

紳巽握璽（葎零）●

蝉吊一剰漂（窪刷尚霊園）

紳吊や鴛塑（緊潔）

勢唾握塵（酬震裏）

卸三，
2

蔦
警
曹

紳
雷
潜

K
露
霧

へ
へ
へ

葦
審
課

余
雲
毒

gぎ
る

斡一轟雲雷図

鋤一厘蕊逐（篭誓侵）

蝉吊賢謝里篭碧）●

釣一至哀毒（逼蕃）●

群含二三渥塑翻影裟

鈎萄議毒（や率）

郵一潅潮（瞳噸壌）●

紳一黒謁（這寅醤）●

郵唖渥劇（藻淑）●

紳一嵩（鯉綜厘）

紳吊唖埋（砿劇軽）●

… 郵雪悶蕊（霊寵警笛）●

紳一淫（窪余埼闘鞭望）●

薄割俸薑柵鰍（通観掴）●

勢三遍蕊（渥園径）●

蝉匡轡（漣弓轡）●

鉾一番（鰹澄籠睡冬）●

紳嘩嵩（理幡坦〉

鉾一厘鳶（曙雛型）●

翁蘂圏倒（型緊潔）●

鉾｛距蕊（塑柵斑）●

動因急（錘や唾）

鋤一余伽図十調闘士哩埋鰹剰

紳異圏塵懇）坤至獅嵐趨婿

鈎一霊遡珊塑彊型

紳言逼塞濁園骨

幹【騒潤璽錘誓

紳崖耀浬逼禦

翁向涯埋羅潔

劫一厘蕊哩雛剰Ｋ

紳一湛感混線睡一

熱一理剛砿酬雛芭

郷含）呉鱈）魁蝋鞠唄嘆

郵（三葛橿塑柵濯

紳【津至逼哩馳

騨一稲濁型望

郵唾握幽州麓噸認謂や

紳雨遥濁繕醤磑

弊雪淫濁猟發

紳鈍鴎鐵浬霞函Ｋ

蝉喬釣導因潤持怪塵獅麗垂試

紳一暇晟霊Ｋ獅騨ヨ姫侭

紳一墨剛溌邸侭掴

錬一掛鵠窒稀釧

豹銅橿無悪図Ｋ

紳國急電認図拭

釣函鱈選圃日ペ霊園

勢函嵩海国廿徐

熱邑買溜鍾群鴎誕竃痩Ｋ麗

郵里蹴塞舞篭誓慢

紳雲職闘毒篭醤僅

紳一漣灘榊雲置頓

紳函皿麿塑榊望禎

斡一渥灘余朝溺榊望

釣三魚淫魯魚郵塑Ｋ

釣一桑鍾剛圏ぺ罫囿

紳一塵蓉濯篭営彊

勢一亜哀哩讃埋

紳守聖鰍哩鋸誉

郵一産室渥星舞

郵二涯塑騨雛駐

紳含高裁養靭惑

郵一渥哩砿瞬礁

熱一置曙圏１＋

鍾唖鱈霊繁澤

葬三淫潅悪堅

斡マ淫露雲望

塾三思桑鈎侭裁余團

蝉蝿演扣埋ご笹塞緯

鋤一浬鞍蝿

熱マ鑑雲溶揮埋

郵一坤室潅撃噛畷Ｋ

紳一急撫霊富国

群言．ご皇察潰饗宰園

鋤零・雲葛鱈潅惑匿

麹璽霊謹誓騒

置網・隠鯛聖

（図繩・莅午

図や）函鯛里

（ｕ騨）二

空要望

（剰に）雲

I料r
一
一

姻騨空

態麓室



ー

OC
19悟真 轡

巻
響

蜘
鵡
蜘
翻

略
妙
玄
問

蘭
苑
築
禁

噸
畷
榊
ト

館
酌
展
経

頃
脚
苑
餓

因
喰
怯
遍

く
く
く
く

●
●
●
●20遭身

21穣寂

総譜器鵠
(般若理趙分経)圏焚1巻
●(観熊量寿経)綱要1巻
●(弥勒上生経)料簡1巻
●(梵網経)疏2轡
●(百法随)総述3巻
●(百法駒)注l轡

瀞灘“
<嬬量鋤経疏3轡
●(本粟理塔)茂2巻
(大般浬桑)経越妃5巻
(大般浬築)経綱目1巻
●(大破浬錠)軽云何侭I巻
(梵網)経茂2巻
(梵綱)経文妃2巻
●(法華)趙述妃2群
●(成唯園)箇未詳決3轡
馬喝生趙疏1巻
大乗稜林章12巻
(大般若)経輯要I巻

●大般若経幽焚1巻
●股若理趣分述長3巻
(梵綱)軽疏2巻
法花軽箇述紀3巻
く成唯風)駒未解決3轡
大桑纏林章12巻

法花述妃2巻

法花験配・上下
浬桑瞳祀5巻
浬繋剛目1巻
唯磁未詳狭・上下
●栂伽疏・上中下
梵網文妃・上下
▲無且寿・上中下
●無量寿経述妃・上

轡
巻

(梵網)経疏2露4巻
▲双観経述義紀3巻

程
１
忠
伽
轌
郡
班
副
即
極
函
馳
蜘
客
栂

。恥
銅
画
醒
蛎
便
醒
麺
霊
地
麺
牢
醇
唾
鈍
函
“

軽
率
麺
麺
麺
醇
函
紀
輻
馳
駆
函
麺
唖
麺
幽
睡
函

玉
里
園
呈
屯
一
嘱
目
田
困
序
随
配
本
今
函
副
代

轡
轡中

＋
Ⅱ
犀
詑
汁
州
刷
Ｓ
ｍ
骨
恥
粥
両
泳
寺
が
鐘
蕊
声
薄
Ｓ
澱
噸
両
Ｕ
言
ぺ

22(表貝）

厚撫画
き綴慧§4巻
花厳海印三味諭I巻

(華厳要決問答4巻）

23明畠

24週倫・

(藷峨経)梅印三味勘1巻 海印三味胡1巻

臘譜鰡寄郷響
過倫 ●(注益堅)疏3轡

●(維摩経)料簡1轡
●(金光明軽)略紀I巻
●(閏昼軽)茂2巻
●(小阿弥陀経)蘭1巻
●(纂師経)砿l轡
●(戚函動瞳)要決2巻
●（金剛三味唖）注4巻
▲《敢伽勘)瞳24浬
徳妃9轡

●(金剛般若)経略妃1巻
●(大慈度)経略肥2巻
●淨厳王経疎1巻
(薬師本固)経疏1巻
●(十一面)経疏1巻
●四分律決聞2轡
(取伽画)妃24巻

●断撰大乗稜章5巻

(大般若)経略紀口巻
●(般若理趣分)経疏1巻
(藁師)軽蔑1樽
(十一面》経茂1群
(喰伽)圏紀24巻

取伽妃24巻
大般若略肥1巻
●大般若釈目1巻

25 〈恩超）
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鰯熟議

蝉一命露悪図●

紳一漁扣露悪庖

紳『隠卦蕎剛日ペ雷囿●

鞠［碧鰯値饗閑圏ぺ罫囿

蝉一理霊岡田ぺ罫図

豹『戟導●

釣｛瞬営１畷禎

騨率溌罷

蕊瀞騨譲

蝉守潤扣鍾埋稜●

紳国漁扣謝駆潔

紳一麗昼識騨●

紳一潤扣塵遍灘

醤
鼻

1
1
闘
判
判

当
紳
鵬
・

・
胃
將
鱈
潤

燭
康
怪
溜
扣

桓
鵬
轡
観
霊

露
露
禅
逹
罫

設
潔
q
q
囮

紳一潤扣（副日ペ溶図）

騨碗屠由特瞬昌嚢（糧製悩）

釣一導瑳窪（低警笛）

釣踊潤扣禽（侭碧僧）

紳斡潤扣鰹（軽獣）

簿画盟鬮扣塑（離騨）

鞘一騨馬雲（篭誓彊）

紳崖

如盟韻扣函鰯圏匡蟹狸椥●

（圏

融終鴎目）銅討司鮒園割網刊

蝉一潤扣（刷圏べ悪函）ｑ

紳一漁他認（鶴料）

鈎一唱潤恒（撃咽）

翁唖潤扣雷（綴醤彊）

紳一潤扣霧（過佃）

紳守鯛扣認（職議）

熱鍾幽臓（畢響）●

紳園鯛扣圏（悪潔）

紳一鬮扣曙（圃骨匿糠）

紳韓覇細哩（琶笹毎謹）

… 鈎一珊営１畷Ｋ●

鈎韓妥酸骨鴎固●

紳一魁潟扣（鍾胆且）●

釣一呂燭組（雷鍋料）

静『盟鬮扣趨劇医琵●

鋤一鴇潤扣掴線侵

鈎『隠潤扣雲十Ⅱ偲誓●

紳一鴎漁扣（毎国骨）●

勲寺鴎鬮扣（鍵轟裁）●

紳言匿

鰯扣錘嘆単畷（週畷禎塩）●

紳言望

銅扣雫雫率嘩津噸鋺率露叩

紳一呂鯛扣曾霞隅●

蝉》里鰯組（雷墓響）

鉾一望埋扣（雷匪閖臼）●

簿｛濃燭扣（狸豚図）●

蜘一擾斑（霊錘醤笹）●

鈎三圏潤扣（鍔侭督僧）

紳言翌燭扣（趨哩喫畷Ｋ）●

鈎一硫鵬（埋露塚）●

鉾蕊盟潤扣（閣緊窯）

簿一望趨扣（蝦屋稼〉●

蝉『里潤扣閣筆倍毎鹸●

釣『農潤扣（曙釧膀鐸線）●

釣［程漁扣（塑謝判毎繰）●

鉾一鴇演扣（塑判轟彊緯）●

蟄圏漁扣（理置線厘そ）●

簿一望鰯扣（塵礁頃曜Ｋ）●

蝉一望鬮佃（座礁咽蕊塞）●

獅一里謝扣（唾色榊襲）●

釣函蝿（窮余園刷獅竪）●

紳一圏演扣（閣榊望置頓）●

饗望鰯扣（閣榊竪置頓）●

勲一豊潤価（哩削ｕ）●

熱『臣英（哩圏釆碩）●

紳守里親（塵圏謂頓）●

…
蝿幸飛躍轤琴鄙誰錨無恥恥

紳振器率雫鑛轆銀認瀧雫叱

釣冨巌塔喫遼（哩塑潟）●

紳一急厨崖鯉浬箪咽畷Ｋ

帥寺高唾営浬撃咽畷恨

蝉罵盟瀦鵬亜塵醤褐

紳［国蕪聡劇矯風塵趨栂

郵邑雪峯閉唾趨娼

豹》巴鰯扣包坦鞍

紳『削営１畷状

紳二高財専慶韓獅偲坦

紳函珊潤色畷Ｋ巻稲穂埋

卿貝隠規紅

■哩瑠）隠職密起任口塵瑠

紳一隅潤扣雷匪副間罫図

警盟卦趨副間ぺ罵図

簿『豊鍾園間ぺ悪図

劫一里潤扣濁（園田Ｋ）罫圏

鈎一隅潤扣鋸動動座騒

鈎一豊潤扣響埋佃

紳一里潤扣領国隅

郵一巴漁扣潭錦笹

鈎崖織匁鯛桓笛鋼固唾鰻田棒

鉾守巴潤細観織雷

釣函畷漁扣窪郵困

蝉一理潤扣報国丑徐

紳『望潤扣週周廿

型醗鯛扣垂鮮超慶垂畷Ｋ駆

曾醗鯛扣窪僻事製窪畷Ｋ騒

簿一霊鯛扣狸十川篭碧

釣両竪駐掛展昌

鈎一騨斑鐙羅誓儘

抑命冨二階漁価画掴碧逼

紳鋪風嵐露畢舞

釣守黒漁扣濁畢饗

郵一望鬮扣趨鶴斜

紳一望燭扣霊極昌

紳一望漁扣銀製割

郵一獣鵬畏怪畢響

卿戸隙侭長嘗埋津醐睡撰

卿寺＆高阻嵐桓騨座賦

鈎一臣哀圏罫謂頓

紳寸圏麹塵露謂姻

紳一聖蝿扣塵箪憧毎鹸

簿一盟潤扣理胡膀毎謹

鈎一鴇潤扣圏酬判毎練

柳舎高咀嵐他観園特瞳厩

紳雷鼻寺葛里親細騒然剰

斡再臣蕊郡制金

紳一豊漁細塵料金豊緯

鉾一望潤扣圏置線匡

紳『翌綱扣幽球咽蕊露

鈎一望潤扣塑像項喋

紳謡や規扣幽溺埋

紳函縄塀魯榊望

薄命二盟潤扣壊魯榊望

警里淵扣溺榊竪Ｈｕ

韓一監潤扣（膳麗）幽獅襲匿頓

鈎一唱潤恒幽榊望壷鋼

鈎雨埋塑余瑠刷榊望

紳ｇ三里漁扣塑饗櫓

紳“鰹鯛贋銘廠錘鹿霞壇固匿伏

鹿Ｋ馬

麹鴎匿於爲

閣斡鴬
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念雷蕊韓蟹毎終涯堅蕊）●

《鈎面竃Ⅸ唾》●

紳一豊困（暁埋畷１）●

華一麺念筆遷畷１●

紳函昭屋Ｋ優如●

（紳肖畷雷醐匿潅哩塑誤さ●

勅雲掛溺鰹侭

鈎一哩戻画聖卿

陛斗・冨磨閏畿尽飾侭

釣三田翻急鯨

鈎毎皿陣壇桿

釣『掛制巨雷（哩哩）●

紳雲削顛暇沢●

蝉一鴎湿（製図）●

鋪一鰹遍《翠璽》

騨員慨臼（塵閣》

郵四竪皿録襲娼

紳昌雷潅健畳鴎●

釣雪国毎（亀陣）

釣【劇叩鴎（幽歯隅）●

釣謡費幽蕊電）●

釣一蕊郡（幽醤傷）●

鉾司唱騨働仰吐●

紳一咽極国●

釣【窪毎日●

（仕温Ｉ）邸扇刷＃厘樫鴎

（樺躍１）邸劇臣例鰭圧■磨

範の画君国毎膳墨田海

印一隆雄唱塁釘

匿侭田瞳項庄園餌宙陽Ｋ

幼蜘■毎画ねⅨ

（罫降鈎）亀輯隼摩爵讃

（厩將郵）崖軍倒露謂

（底牒葬）鴎轡醒琵

極言“剖錘目印十嵐津

鈎一圏急電畦垣べ

鈎駕鴎圏制堅

劫》竪坤室顧十胴

郵韓圏劃皿岸

鈎三段毎侭制塊

卸ト図掴圧目畭潟■Ｉ

郵蜘凹唄匪優Ｇ＋

蝉函園須圧唇倒川国鳥

却蜘倉劇圧■唖回塩揚鹿

櫛三禽唄圧圏争毎垣陽鴎

伴■竺拭■狸ｅ申

⑪一咽垂扉磁潤

鯉Ｋ麗謂鰡瀧鰻麹（爵柊帥）（田擢坦）習図暁俎 釣一園理解襲置領

釣含冨毒威顛檀婿

■一■ご瞥頭川

■一礪里嚢醇

紳一圏塑野黛

鈎一瞥麗魯

釣一厩麺哩轡娼

鈎一匪坦に窟撃閣摺贈

鈎等ご堂園臼亀陣殴Ｋ

劫一軒印鴎園掴婿

騨一竪皿津檀隅

郵一因函畭鯛巌Ｉ

邸竺■お匿囚鴎

鞠“贋趨砥巨■匹凹麟代

鈎函砥倒巨餌撃咽畷Ｋ

⑭一唾亀ご墜笛Ｉ轡揚

葬函田塑蟹咲且購侭Ｋ

蝉雲財瑠暇Ｋ

釣真田）麗匁望濁畷Ｋ

紳一冨鍾望瑠

領劇逗・等

［鶴坦〕辱

く割Ｋ〉專

温淑麗

（Ｎ要〉罵

皿審馬

空盾罵

（性脚）潟

（咽鮭）鳶

篭鰹湧

（蓮鵠）詩

（醗唾）房

壁鰯鞠等

匿産等

ー鼠~ママ

（関賦）罵

〔昼諏〕等

娠禎鳥

Ⅸ邸等
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・岬褐Ｐ鐙掬は聞型規榊ｅ蛙心戟杁祠

Ｐ原感酷団壌縮弓圃錘さ褐Ｐ哩理岬暮小屋いい品型奪賦濫辱堂四筆ｅ匡［］・岨畢岬暮心展Ｐ室璃国骨蟄甑畢ｅ圧（〉・哩翠岬暮心辰伊宮慰骨画疑溜榊筍函縄陣ｅ中型囲翠ｅ佳（）

Ｐ原専聖・週。岬掩償規漁師婚ｅ毎紳暁Ｐ竃皿１厘浬懲榊〉忘却入やいｌ鞄へ侶型零細・鐙榊二運筌超超后ｅ週程里嵐い』刈卑蹴骨巨畏岬舟ゆ超習后ｅヨ辱埜規海や霊知ぐ・溜榊ｅ週犀

型Ｐ騒皿型剰榊や詮如●・規榊叩冷壗団臣ご判型匪衷瞳皿逼罰型規栴ｅぼく〉・預栴ｅ盟喋棊専榊坐里騒皿適期型甥栴ｅ圧（）、彊榊岬肩心侭榊刈骨巨岬露型役偶骨巨堂今崎ｎｓ釧升

熱中亀（幽浬膿肛・写●

紳一蕊●

紳一鱈雲唖斡医琶

鉾蝿珊雷駆

鈎二唇璽卑

郷【聖璽匪園ｑ

郵一急奮区間罫圏

鈎吊壷潤禽国骨稚●

釣卑湿超圖任余

釣雪国麺塚露

鉾唖雷幻域源

鈎の磨富堅埋畷

蝉韓国圏程坦

卸斡冨幽淵ｕ

動函溜切望萱頓姦程

釣一座蓉箇鉦警笛●

釣”画聖釘遜轡笹

鉾『臣昼塑慈麗

釣画騨日図桿埋●

鉾三選建暇Ｋ騒ぐ

紳一鱈狸厩囮

鉾一握露酬圏Ｋ

蝉三憾曾坦頼

騨醇御召喋嶺蝋

釣昌寓種畷Ｋ騒

鈎筥溜幽個購畦

釣ロ鱈閣緯鵬畷

陛判・溜榊緊密埋

陛骨判・砿甥置綱

陛判・冨副Ｈｕ

釣唖渥燗潤

鈎一淫浮謂頓●

帥一厘墓慈理

紳二曙雲（畷ｋ理）

紳唖掛雷（暇Ｋ虫）

紳一冨圏（岡間べ醇図）

紳一鰹（釘罫図Ｋ）ぐ

紳昌国璽（厩簸）

釣函田園（榊襲置頓）ｑ

郵唾磨遡（燗澱埋急）

鈎三急国園毎（砥警笛）

蝉口掴詞（低想瞥）卦

紳一橿餐（斡幽医遍）

紳鍾劃（峡禎專）●

鈎室鱈奮（暇Ｋ願）

釧罰司司瑚劃剖飼判蜘司

鈎一国画（刷圏ぺ豚図）

蝉鈍屠画（匪扇間豚図）

釣窒唇旬（塚麺）

釣鐘溜禽（周骨徐）

紳負廼酎騨騨駐

紳ロ遜幽（錐盟襲）

釣韓渥（遡柵過）

紳函溜磨（榊襲Ⅲｕ）

〈郵一慶窒釦（母轡避）〉●

釣”野酸外国筈慶圏●

鉾醇急四劃（麗誓笹）●

郵卑闘望誹画（衝唇悩）●

鈎唾唄癖（呂鵠）ぐ
； 鈎口鰹置（竃状壊〉

郵一臣重囲（識閣要Ｋ）●

紳一溥癖●

温湯煕似

蝉一距蕊（塑婚型）●

鉾雪

鱈漂鴎起畷（雷畷ｋ虫）ｑ

蝉翼個（酋塚輯）

紳爲鱈（露琵智健）●

紳》淫（園酬ｕ）

熱い渥（通掛坦）

釣『我（窟悠剰）●

劫『急（露剛臼昌）●

御堂急（濁急鯨圏Ｋ）●

郵垣裁盟廃（毎塁響）●

釣↑嫁郷（咽餓騨）●

鈎一鯛拭（醤塁審）●

薄畠握（望星雲）ｑ

翁輔畦嵐（想起図）●

紳一礎（竃毎国）●

『ロ早生冬】

騨
噸

桜
溜

塁
騨

苗
圏

躯
倒

鰹
働

一
一

碗
ミ
ア

0
口

‐

盟
晒

料
禅
一
一

｛巴週蔭】


